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を要求するはずだ。それをしておかないと、今 の一つであるユーザ ー インターフ ェー スの備

のソフトウェア技術者は無用の長物となってし わっているソフトウェアに対して、指示を出せ

まう。そうならないための可能な技術は、情報 ばよい。

ß.~. 蔽 in[ormation hiddin g をベースにしたものし

かないと思っている。

情報隠蔽の技術とは何であろう。私は次のよ

うに考えている。ソフトウェア技術者が、ユー

ザー からニ ー ズを聞くことによって、システム

を作っている立場からの転換技術だ。それは、

いろいろなレベルで考えることができる。プロ

グラミングレベルであれば、第三世代言語high

level l anguage から第四世代言語4GLへ のス

テップアップも一つの方法だ。要求レベルであ

れば、ユ ー ザーが直接ニー ズをコンピュータに

伝えることにより実行する、表計算ソフトや家
これらを実現してくれるものがOOA/OOD /電製品のタイマ予約などのボタン操作もある。

OOP の流れの中にあるかどうか、あるいは
これらは全て、その操作の下位層は、使用者に

対して姿を見せていない。姿を見る必要もな もっと別の ì~L れの中にあるのかどうかは分から

い。なぜならば、それで十分だからだ。この考 ない。なぜならば、思いもよらない情報機器が
出現する可能性があるからだ。その機器上で

え方だと思う。

は、だだ指示すればよい。分散 コ ンピュ ー テイ

ングをもっと高度化 し たものであるかもしれな

いが、家電製品 も含めてすべての機器が接続さ

れるはずだ。その上で伝送制御手順protocol が

byKAN 確立され、ソフトウエア技術者のアプローチを

抜いて行くかもしれない。

その次のステップアップには、この技術だけ このような変革期にあって、私自身の仕事は

では不十分であろう。もう一つ必要だ。それは “その動向の見極め"と啓蒙活動および向かうべ

自律分散型ソフトウェア実現の技術だ。それぞ きソフトウェア技術者の環境構築支援だと考え

れが自ら行動することによって、他のソフト ている。

ウェアとダイナミックにリンクし、情報のやり いづれにしろ 1990年代は躍動の時代だ。こ

取りをして帰ってくるような仕組みだ。その中 のょっな 中 で活動できることを感謝する。
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示ムにとってのニューウェーブ*

渡港雄- t 

January 21 , 1991 

1 まあ，そのうちに

『はたしてとの原稿は何時ごろ発行される SEAMAIL I'C載るのだろうか?~と誰もが思う最近だ

ろう。ととの詰まりは，原稿が集まらないととにほかならない。何度となく言われてきたととだから

今更の感もある。じゃあ，何故そんなに原稿が集まらないのか?誰も書かないのか?について自分で今

までさほど考えたととは在かった。昨年の 4 月に会社を移ってから「書きます」と言いつつ放つであ

るテープ1 もあるし…。でも暫く SEA の原稿を書か在いでいて，今まで忘れていたことなどや見え

なかった部分が見えてきたとともあるので，そとらあたりを書き在ぐるととで，今回の宿題は勘弁さ
せてもらいたい20

2 価値観

自分が SEA I'C加入きっかけは，第 2 回の若手の会(合併し新スタートした JISA での第 1 回)に

参加したのがきっかけらしい。その時のポジションベーパをワープロで書いていったのが私だけだっ

たのが目立つた原因らしい。情報欲を満たしたいがために“個人参加"の団体というととにヲ|かれ

て，SEA の案内が来て早々に入会手続きをとった記憶がある。分科会というものがあるようなので，

うっかり参加したのが環境分科会で，殆ど毎回参加しているうちにいつの間にか世話人在るものをす

るようになってしまった。世話人と言えども，当初のとろのように大きな負担があるわけではなく(そ

こらへんの事情は別稿で幾度か紹介してきたので省く)気心咲日れたメンバとの勉強会・輪講に落ち着
いている。

SEA の活動を紺銃しているととの利点、(メリット)は何なのか?。それについては，自分自身で真剣に

考えたととはなかった。自分の性格を自分なりに分かっている積もりでいるが，とのととだけは実に

不可思議である。理屈っぽい自分の世持が其在りに丸くなったのも，1 つは SEA の影響だろうか?。そ

れとも回りの人の影響で自分が相対的に曹、えるようになっただけで，世潤一世からの見方はそんなに

変わっていないのだろうか?不幸にして，私にはとの聞いに答えてくれる人が脇にいないので，答え
は半永久的に謎のままで終わろうが・・

話が脱線したが，多々ある SEA のメリットのうちの 1 って誰にも負けないととの 1 つに「自分は SEA

て曜l強させてもらった」というととがある。そもそも，SEA にのめり込むきっかけは，SEAMAIL の編
集委員になって3各種セミナーのレポート在どをするようになったからにほかならない。 2 年目以降

に，継続的にセミナーのレポートをそれなりに書くととで SEAMAIL のお手伝いをしてきた自負は

・ 1虫断と偏見と云われようとしょうがない。あくまで『私にとっての』であるから
t(株)アスキー
lCASE フォーラムと秋のセミナーのエキスパートシステムのもの
杢んまり，しゃれ Ii?tcr=- .，..- ウェーブ論』など展開すると博穏な諸兄から「合議のある欄処理 i特集:30 年後の情

報処理，Vo1.32 No.1 ， 1991・ 1] でも読んで頭を冷やせ IJ と怒られそうで…
31 年目は“定期的"に高同寺の事務所で開催されていた編集会織がなつかしい l
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多少なりともあったが，それιL上にそのととで見えない勉強をさせていただいたととは感謝してあま

りある。でも何故か，とのような活動をしている人が少ない。はっきりいって居ないと言っても良か

ろう。

3 ょうするに

用はきっかけである。確かに初めて原稿を書いたときは，緊張した。悩みもした。高々 2000 字の

原稿を書くのに 3 日くらいかかったように思れでも，それが活字になったときの快感は言葉では表

せない。また，そのことによって，多くの人に自分を知ってもらうととにもなった。それは子想しな

かったととであった。

もちろん不満も無くは無かった。書いた原稿が勝手に修正されるととは少なくはなかった。でも，書

きかけの原稿を補って貰ったととも少なくは無いので，御破算!。岸田さんという個性豊かな編集長

IL，直々に筆を入れてもらったことは，人生に於いて得難い財産を得たというととなのだろう。とん

なととを感じているのは，少なくとも私だけだという自負が SEA での活動を継続してきた最大のメ

リットなのかもしれない。

一方逆に，SEA のメンバでいてその活動に積極的になれない人との意識の差は何なのか?を論じよう

とすれば，結局はとのメリットを何と考えるかによって，決まってしまうだろう。例えば，会員料金で

SEA のセミナーに参加したところで3 それを自分なりに吸収出来なければ意味がない。それなら一

般のセミナー屋のそれに参加するのでも，メーカの講習会に参加するのでも何ら変わらない。ととろ

が，SEA のセミナーは違う。参加する。分から在い。原稿を書くととを名目に聞きまくる。教えて頂

ける。こんな美味しい話は他にない!。私が(そして幹事の多くが)想像するに，他の学会やユーザグ

ループに期待するように多くのメンバは，その組織からくる情報だけに期待しているのである。で，実

は SEA でアクティブに活動している人の誰もが，異口同音に言うことは，そのような考えは SEA で

はまったく通用しないというととだ。也司の不感症な人達のなかでは通用しない，どくごく当たり前

のととがととでは通用する。とんなうれしいととはない。

4 さてさて

そろそろニューウェーブが見えてきた4。自分中心でいくとと 5 は，損が多い。かといってf也人に流

されるのはつまらない。そのパランス感覚を上手に保ちながら生きてゆくとととそ快感なのだとい

うととがやっと分かつてきた。そのために必要なら結婚もよかろう 60 それもバランス感覚か?。

そのバランス感覚を身につけたかどうかを確かめる手段の 1 うは「ただ酒」を飲むことかもしれ在

い。前の会社では，少なくとも私の会社の名前を知っている人は，極めて特殊であった。しかし今は違

う。そのととを悪用する積もりはない。でも，今までと違った意味で，酒が飲める7立場になれたとと

も事実である。でも，とれは，とても怖いととだ。一歩間違えば，途端にクピである。

とん在冗談を書ける立場になったのも，SEA で意味ある活動をしていたことの結果の 1 つにほかな

らないと感謝している。くれぐれも誤解の無いように，書き留めておきたいが，SEA の設立集会の席

で，SEA では決してやらないととが 2 つほど挙げられた。求人情報と労働団体にはならないとと
だったと記憶している8 。

さて貴方は，とんな SEA にどんなニューウェーブを期待しているのだろうか?

4 もちろん自分なりにである

5 どうも世の中，自己顕示欲の旺盛なパッパラパーなねえちゃんの動きにまどわされている!と私は思うのだが・ ・
6でも“手段"が“目的"になるのは，あまり荷i白くない
7飲まねばいけない?

8私語:会社を移ったのは，SEA てて主官り合えた人との紹介があったのは事実であるが，あらかじめ転職を目的として SEA I亡
入会したのでもなく，活動を通じて転職を携われた訳でも無かったことは多くの仲間の知ると ζ ろである
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- SEA 1989 年の主要イベント

1/12・ 14 第 1 回テクニカルマネジメントワークショップ 北海道:函館ロイヤルホテル，参加者 16 名

1/20 SEA Fonun r 最近の中国におけるソフトウェア工学研究の動向」 東京:青年会議所会館，参加者 22 名

1124・25 第 5 回ソフトウェア技術交涜会 神奈川:横浜国立大学，参加者 44 名

212・4 第 1 回ソフトウェアプロセスワークショップ 静岡 . 機械仮興協会伊豆研修所，参加者 23 名

2128 SEA Fonun r Unix , Mac, NeXT, etc をめぐるホットな話題」 東京.青年会議所会館.参加者 63 名

3/4 SIGENV・ Fonun r プロトタイピング」 岩手:盛岡市，参加者 21 名

3/22 SEA Fonun r ソフトウェアプロトタイビングの効用」 東京:青年会議所会館，参加者 25 名

3/22・24 SEA春のセミナーウィーク '89 東京:青年会議所会館，参加者 277 名

4/18 SEA Fonun r ソフトウェア技術者とテクノストレス」 東京:青年会議所会館，参加者 31 名

4119 SEA 関西支部 ・各種イベント通算 100 回記念ミーティング 大阪:日本能率協会，参加者 55 名

4/20・21 第 9 回ソフトウェア信頼性シンポジウム 大阪:ホテルガーデンパレス，参加者 96 名

4/22 SEA九州支部設立 1 周年記念講演会 熊本:県立劇場小ホール，参加者 44 名

519引 第 11 回 ICSE研修ツアLos Angels -Ann Arbor -Pittsburgh，参加者 19 名

5/30 SEA Fonun r ソフトウェア工学の最新動向 (ICSE 報告)J 東京:機械振興会館，参加者 50 名

6/13・ 15 ソフトウェアシンポジウム '89 東京:虎ノ門パストラル，参加者 273 名

6/28 SEA Fonun r ソフトウェアに関する標準化の動向 J 東京:機械振興会館，参加者 36 名

7/12・ 13 第 1 回 SEA 関西セミナ一 大阪:大阪大学工業会館，参加者 78 名

7/28 SEAFonun r コンビュータネットワークの現状と展望」 東京:青年会議所会館，参加者 39 名

8131・ 9/2 第 3 回教育ワークショップ「ソフトウェア設計教育」 熊本 ・ ホテル角万，参加者 33 名

9/1・2 管理分科会 (SIGMAN) 特別セッション「標準化」 東京代々木オリンピックセンター，参加者 15 名

915・8 第 7 回夏のプログラミングワークショップ(若手の会)
「ソフトウェア品質の定量的把握を目指して」 岩手:盛岡市，参加者 43 名

9/19・21 SEA秋のセミナーウィーク '89 東京 ・ 青年会議所会館，参加者約 200 名

9/26 SEA Forurn r ソフトウェア品質定量化の枠組」 東京 機械振興会館，参加者 26 名

10/6 SIGENV-Fonun r ドキュメンテーション支援」 兵庫神戸市，参加者 43 名

10/21 SEA名古屋支部特別イベント 愛知:名古屋市

10/24・25 第 10 回ソフトウェア信頼性シンポジウム 大阪:ホテル方ーデンパレス，参加者 78 名

10/31 SEA Forurn r 最新アメリカ-ソフトウェア事情」 東京:機械振興会館，参加者 38 名

11/13・ 14 Imernational Symposiurn on Future Software Environment 京都:京都リサーチパーク，参加者 63 名

11/21 SEA Fonun r 進化するデータベース管理システム J 東京:機械振興会館，参加者 57 名

11/29・ 1211 第 5 回実践的開発環境ワークショップ 北海道:釘l脇市，参加者 23 名

12112 SEA Forurn r 1990 年代のソフトウェア開発J 東京機械振興会館，参加者 27 名
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1/11・ 13

1/27 

1/31 

211・ 3

2/27 

3/2 

3/6・7

3/21-4/3 

4113 

5/15 (午後)

5/15 (夜)

5/23 

6/5 

6/6 

6/7・8

7113 

7/17 

8122-24 

- SEA 1990 年の主要イベント ー

第 2 回テクニカルマネジメ ン トワークショ ップ

SIGENV・Forurn r 現場にとってソフトウェア開発環境とは? J 

SEA Forurn r CASE ツールの現状と動向」

第 2 回ソフトウェアプロセスワークショ ップ

SEA Forum r CASE ツールの導入と活用J

九州支部設立 2 周年記念イベン ト

春の集中セミナー'90

第 12 回 ICSE 研修ツアー

SEAForurn r ダウ ンサイジング !?J

SEAForurn r フ ァ ジィ !?J

SEA 1990 年度総会

CASE Forum in Sendai 

第 3 回日中ソフトウェア -シンポジウム

ソフトウェアシンポジウム '90 併設チュートリアル

ソフトウェアシンポジウム '90

SEA Forurn r CASE の哲学を求めて」

CASE Forurn in Nagano 

2nd International Symposiwn on Future Software Environment 

9/5・8 第 8 回夏のプログラミ ングワークショ ップ(若手の会)

9/19-21 

9/27 

10/17 

10/19 

10/お-26

10/29-31 

11/1・2

11/2-4 

11/9 

11113 

11/20-22 

1211-9 

12/12 

12112-15 

rcASE ツールの実際的応用 J

SEA秋のセミナーウィーク '90

CASE Forum in N agoya 

SEA Forurn r CA立の導入に関する諸問題」

CASE Forum in Kyushu 

ソフトウェア・プロセスに関する国際シンポジウム

6出 International Software Process Workshop 

第 11 回ソフトウェア信頼性シンポジウム

SIGENV-Forum r オブジェクト指向」

SEA Forum r OOPSLA'90 の報告」

CASE Forurn in 関西

第 6 回実践的開発環境ワークショ ッ フ・

4th SDE Symposi山n研修ツアー

SEAForum r 日本語コードの進むべき方向J

第 4 回教育ワーク シ ョップ
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北海道:函館市(参加者 14 名)

岩手:盛岡市(参加者 30 名)

東京:機械振興会館(参加者 89 名)

静岡:伊東市(参加者 23 名)

東京:機械振興会館(参加者 93 名)

熊本:熊本市(参加者 57 名)

東京:青年会議所会館(参加者延べ 165 名)

Nice (Franc怠)(参加者 17 名)

東京.機械振興会館(参加者 70 名)

東京 : 機械振興会館(参加者 72 名)

東京:機械振興会館

宮城:仙台市農協会館(参加者 87 名)

大阪 : 千里国際情報事業財団(参加者 51 名)

京都:京都リサーチパーク(参加者 126 名)

京都:京都リサーチパーク(参加者 297 名)

東京:青年会議所会館(参加者 68 名)

長野:ホテル信濃路(参加者 62 名)

Bo叫der(USA) (参加者 40 名)

岩手県:盛岡市(参加者 65 名)

東京:青年会議所会館(参加者延べ 116 名)

愛知: NIT 名古屋会館(参加者 75 名)

東京:青年会議所会館(参加者 45 名)

北九州 : 九州工業大学(参加者 74 名)

東京:青年会議所会館(参加者 45 名)

北海道:函館市(参加者 37 名)

大阪:阪大エホール(参加者 70 名)

愛知.岡崎 ・ ホテルレクワールド(参加者数名)

東京:機械振興会館(参加者 50 名)

大阪:千里国際事業財団(参加者 70 名)

愛知-名古屋国際会議場(参加者 40 名)

Irvine (1.活A) (参加者 15 名)

東京 : 機械振興会館(参加者 39 名)

綾田-ソウル(参加者 12 名)
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- SEA 1991 年の主要イベント (実績と予定 4/15 現在)

117 SEA Fonun r 新春放談会J 東京事務局会議室(参加者 26 名)

1/30-2/1 第 3 回ソフトウェアプロセスワークショップ 伊東・五景館(参加者 24 名)

215 ソフトウェア信頼性フ才一ラム 仙台:宮城第一ホテル(~参加者 100 名)

2/8 SEA Fonun r これからの中堅技術者教育を考える」 東京:機械振興会館(参加者 41 名)

3114・ 15 春のセミナーウィーク '91 東京:青年会議所会館(参加者のぺ 228 名)

3/25・27 第 3 回テクニカルマネジメントワークショップ 直江津:ホテルセンチュリーイカヤ( ~参加者 15 名 )

4/12 SEA Fonun r テクニカル・マネジメント」 東京:機械振興会館(参加者 34 名)

519-18 ICSE・ 13 研修ツアー A凶出， τχ ， USA(参加者募集中)

5/30 (午後 SEAFonun r オプ.ジェクト指向の実践」 東京:機械振興会館(企画中)

5/30 (夜)証A 1991 年度総会 東京:機械振興会館

6/10 ソフトウェアシンポジウム '91 併設チュートリアル 名古屋 : 名古屋国際会議場(参加者募集中)

6/11-12 ソフトウェアシンポジウム '91 名古屋 : 名古屋国際会議場( ~参加者募集中)

6113・ 14 3rd International Symposium on Future Software Environment 彦摂:彦根プリンスホテル(企画中)

71? 証AFonun (テーマ未定) 東京

9/4・7 第 9 回夏のプログラミングワークショップ(若手の会) 盛岡

9119・20 秋のセミナーウィーク '91 東京

101? SEA Forum (テーマ未定) 東京

101? Internatinal CASE Workshop 中国:北京大学(企画中)

10/16・ 18 7th international Software Process Workshop Napa Valley , CA, USA (論文募集中)

10/21・22 1st International Conference on Software Process l..os Angels , CA, USA (論文募集中)

101? or 111? 第 12 回ソフトウェア信頼性シンポジウム 仙台

111? SEAFor山包(テーマ未定) 東京

11/20・22 第 7 回実践的開発環境ワークショップ 仙台

121? SEA Fonun (テーマ未定) 東京

期日未定 第 5 回数育ワークショップ 場所未定

昨年 SEA では CASE をテーマとして，全国縦断 Forum を開催し (5 月 仙台， 7 月 長野， 9 月一名古屋， 10 月一

北九州， 11 月一大阪の 5 回)，いずれの会場も予想をはるかに越える参加者を集めて.大変好評であった .

今年は内容をさらに拡大して，テーマを :

口 管理的な話題(信頼性 ・品質管理 ・プロジェクト管理 etc)

口技術的な話題(オブジェクト指向. CASE. Hypermaedia etc) 

の 2 本立てとし，ダブル - トラックの全国縦断 Fonun を計画・実施する予定である . いまのところ ， 開催地候補として

は:札幌，仙台(または盛岡)，長野 ， 金沢(または富山)，名古屋，大阪，広島，福岡(または熊本)が考えられている .
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ソフトウェア・シンポジウム '91
90 年代ソフトウェア技術のトレンドを探る

開催案内および参加者募集

1991 年 6 月 10 日〈月〉・ 12 日〈水〉

於

名古屋国際会議場

愛知県名古屋市熱田区白鳥

合
主催

ソフトウェア技術者協会

協賛

情報処理学会日本ソフトウェア科学会

情報サービス産業協会 コンビュータ応用技術協会

メ ーカ・ソフトハウス・計算センタ-ヱンドユーザ-大学・研究所などさまざまな仕事場で活躍している技術者および研

究者が一堂に会 し，ソフトウェア技術の実践的側面に関する経験や知識を交流するユニー クな場として運営されてきたこ

のソフトウェア・シンポジウムも.早いものでもう第 11 回目を数えるにいたりました . 今年は開催場所を名古屋に移し，

世界デザイン1専のメイ ン会場であった名古屋国際会議場(白鳥センチュリ ープラザ)で， 3 日間にわたり開催します ( 10

日は併設チュートリアル， 11 ~ 12 日がシンポジウム).

例年ですと，海外からの招待講演や論文発表を含めた国際色豊かなプログラムを組むのですが ， 今年は湾岸戦争の影響

をまともに受けて純国産」のシンポジウムになりました . 幸い数多くの方々から興味深い論文をたくさん応募していた

だいたおかげで，魅力あるプログラムを構成することができたと考えています . 会議前 日 のチュ ー トリアルも並列 4 ト

ラ ッ クと，質・量ともに充実しました . ただし，ツール展示は，会場の関係でいつものようなデモではなく，ミニパネル形

式のプレゼンテーションになります . 多くの方々の参加をお待ちいたします.

シンポジウム ・ スタッフ

<実行委員長> 市川 寛(電算) 様田陽一(東京工業大学) 松原友夫(目立 SK)

野村敏次(日本電子計算) 筏井美枝子 (SRA) 白鳥則郎(東北大学) 山口高平(静岡大学)

<実行副委員長> 大木統雄(オーケーマイクロ) 鈴木 智(日本電子計算) 山崎利治(日本ユニシス)

岸田孝一 ( SRA) 太田 剛(静岡大学) 玉井哲雄(筑波大学) 山崎朝昭 (EN1COM)

<プログラム委員長> 大場 充(日本 IBM) 玉木真智子(日本電子計算) 山田 茂(広島大学)

落水浩一郎(静岡大学) 岡本隆一(ケーシーエス) 藤堂 清(富士通 FIP ) 米沢明憲(東京大学)

熊谷 章 ( PFU & 富士通) 海尻賢二(信州大学) 中山照章(富士通 SSL) <チュ←トリアル委員長>

<プログラム委員> 亀田 繁( F1-江) 原因賢一(慶応大学) 中野秀男(大阪大学)

青木 淳 ( FχIS) 河合勝司(名市工研) 二木厚吉(電総研) <ツール展示委員長>

阿草清滋(名古屋大学) 菊野 亨(大阪大学) 深瀬弘恭(アスキー) 林 香 ( SRA)

荒木啓二郎(九州大学) 斎藤末広(テスク) 堀江 進(日電ソフト)

飯沢 恒(三菱東部 CS) 坂部俊樹(名古屋大学) 本位田真一(東芝)



ソフトウェア・シンポジウム '91 プログラム〈第 1 日〉

6 月 11 日{火}

09:00 -09:30 受付

09:30 - 11:30 

11:30 - 13:00 

13:00 - 15:00 

15:00 - 15:30 

15:30 - 17:30 

18:00 - 20 ・ 00

オープニング 司会:落水活一郎(静岡大学)

基調講演: 米沢明憲(:東京大学) オブジェクト指向とハイパーシミュレーション

<昼食>

Session Al: オプジェクト指向技術

司会:深瀬弘恭(アスキー) コメンテータ:本位田真一(東芝)

OOA ，OOD 支援ツールの開発

中谷多哉子，青木淳(FXIS) 

汎用ダイアグラム編集ツール構築のための再利用可能なクラスf構成について

西中芳幸，酒匂寛 (SRA)

プロセス支援ツールを用いた設計作業の記録・モニタリング・再利用

田村直樹，中島敦，上原憲二(三菱電機)

Session A2: AI とソフトウェア工学

司会 : 山崎朝昭 (ENICOM) コメンテータ:山口高平(静岡大学)

Retrieving Design Objects in Integrated Design Environments 

中小路久美代(コロラド大学)

プラン生成に基づく仕様獲得支援

西村一彦，久野禎子，中村英夫(東芝)

プログラム認識によるプログラム診断システム

原克己，海尻賢二(信州大学)

Session A3: [パネル討論]協しみとしてのコンビュータ

司会:矢田光治(ハイパーメディア)

パネリスト:五十嵐久和(アスキー)，篠田陽一(東京工業大学)，山崎利治(日本ユニシス)

福田文裕(システムソフト)

Session A4: ツール・プレゼンテーション(プロジェクト管理支援)

司会:林香 (SRA)

<休憩>

GINGER(大阪大学}， L共通ツール:プロジェクト管理(千代田情報サービス)，

MAC 上のプロジェクト管理ツール (SRA)

Session Bl: 通信プロトコルの記述と解析

司会:船戸清(名古屋市工業研究所) コメ ンテータ:荒木啓二郎(九州大学)

OSI 応用層の LOTOS による記述

内山光一(東芝)，藤田朋生(日本電気)，五ノ井敏行(富士通}，大蒔和仁(電総研)

仕様設計を効率化するコンビュータ支援プロトコル検証ツール CAPITOL

斎藤博徳.角田良明(国際電信電話)，他 4 名

Session B2: ソフトウェア品質の定量化と管理

司会 斎藤末広(テスク) コメンテータ 菊野亨(大阪大学)

テスト空間関数をもっソフトウェア信頼性評価モデル

大寺浩志(岡山理科大学)，山田茂(広島大学)

ホスト適用業務プログラムにおけるソフトウェア信頼性評価

木村茂和(日商エレクトロニクス)

テスト量を考慮したソフトウェア品質について

越前孝(神戸日本電気ソフトウェア)

Session B3: [パネル討論]オブジェクト指向は AI の途を辿るのか?

司会 : 熊谷章 (PFU &富士通)

パネリスト:青木淳 ( FXIS) ， 羽島良重 (Bechtel) ， 本位田真一(東芝)，米沢明憲(:東京大学)

Session B4: ツーループレゼンテーション (CASE)

司会:亀田繁 (FHL)

CASE Bench(ソニーテクトロニクス)， Teamwork (東陽テクニカ)，

SAVER (住商エレクトロニクス)， StP(SRA) 

く情報交換パーティ>

マ



買司曹

6 月 12 日{水}

09:30 - 11:30 

ソフトウェア・シンポジウム'91 プログラム〈第 2 日〉

Session Cl: システム・メインテナンス技術

司会:野村敏次( JIP) コメンテータ:宮本勲(ハワイ大学)

保守対象プログラムの特定支援

野村恵美子(常葉学園浜松大学)

ソースコードの図式表現による並行プログラムの理解

荒見美香子.内平直史，隅田敏(東芝)

シングルチップマイコンソフトのアーキテクチャ設計法の提案

西村朋子，井上勝博(東芝)

Session C2: ソフトウェア閲発プロセス

司会:篠田陽一(東京工業大学) コメンテータ:玉井哲雄(筑波大学)

設計履歴を利用したソフトウェア設計，保守支援方式

浜田雅樹，竹中豊文 (ATR 通信システム研究所)

実開発におけるプロセス記述の試みと開発支援に関する考察

柳瀬健一(ケーシーエス)，荻原剛志(大阪大学)

Session C3: [パネル討論]開発方法論/パラダイム

司会:山崎利治(日本ユニシス)

パネリスト:筏井美枝子 (SRA )， ì毎尻賢二(信州大学)，玉井哲雄(筑波大学) ，二木厚吉(電総研)

Session C4: ツール・プレゼンテーション(オブジェクト指向データベース)

司会:深瀬弘恭(アスキー)

Statice (日本シンボリックス)， ONTOS (日商エレクトロニクス)， GemStone (日本電子計算)

11:30 - 13:00 <昼食 >

13:00 - 15:00 Session Dl: プロジェクト管理

15:00 - 15:30 

15:30 - 17:30 

15:30 - 17:45 

司会 : 市川寛(電算) コメンテータ・堀江進(日本電気ソフトウェア)

開発者の能力向上を支援するプロジェクト管理の試み

楠本真二.松本健一，菊野亨，鳥居宏次(大阪大学)

大規模システム開発におけるプロジェクト管理問題

伊東晩人(三井情報開発/筑波大学)

Session D2: CASE とソフトウェア開発ツール

司会:岡本隆一(ケーシーエス) コメンテータ:海尻賢二(信州大学)

階層的データフロー図作成支援システムの試作

熊本厚志，大野浩史(日本ユニシス) ，菊野亨，鳥居宏次(大阪大学)

大規模業務開発支援システム (CASUAL) の開発と適用

正村勉(日立ソフトウェアエンジニアリング)

SERA (共同作業支援機構)のデータサーバ

新田稔，酒匂寛，歌代純子，石塚治志 (SRA)

Session D3: [パネル討論]システム保守技術への展望と期待

司会:岸田孝一 (SRA)

パネリスト:亀田繁(ファコムハイタック)，宮本勲(ハワイ大学)，他

Session D4: ツール・プレゼンテーション(視覚的プロトタイピング)

司会:熊谷章 (PFU & 富士通)

SL-GMS (Becht巴l)， ObjectCast ( FXIS) , PWB ( SRA) 

く休憩>

クロージング・パネル:インターネヲトの構築とその利周技術

司会 : 斎藤信男(慶応大学)

パネリスト : 釜江常好(東京大学)，小西和憲 (KDD) ，後藤滋樹 (NTT) ， 深瀬弘恭(アスキー)，

佐野晋(日本電気)

クロージング:最優秀論文{服部貧}の表彰と次回の案内



ソフトウェアーシンポジウム'91
および

併設チュートリアル

参加申込み要領

下の申込書に必要事項をご記入の上 ， 郵便または FAX で，次の宛先までお送り下さい.折り返し受付票およ

び誇求書をお送りいたします .

〒 160 東京都新宿区四谷 3 -12 丸正ビル ソフトウェア技術者協会

TEL: 03 -3356 -1077 FAX: 03 -3356 -1072 

シンポ ジウム

併設チ ュートリアル( 1 セ ッシ ョ ンあ たり)

併設チュートリアル(シンポジウムの前日 6 月 10 日(月)に同じ会場で開催)

セ ッシ ョン 時間帯 アー マ

Al 午前 イ ン ターオ、 ッ トワーク入門

A2 午後 グループウェアと CSCW

Bl 午前 ニューロコンビューティング

B2 午後 CIM 

Cl 午前 これからのソフトウェア-メインテナンス

C2 午後 オブジェクト指向の入門と応用

Dl 午前 ソフトウェアの信頼性

D2 午後 プロジェクトにおける品質管理

学校関係者

20 ，000 円

8 ， 000 円

Z首 師

村上健一郎 (NTT)

石井裕 (NTT HI-Lab) 

秋山 泰(電総研)

岡田和保(富士通)

宮本勲(ハワイ大)

青木淳 (FXIS)

尾崎俊治(広島大)

堀江進( NES) 

市ただし，午前は 9:30 ~ 12:30，午後は 13:30 ~ 16:30. 

榊定員は.各セヴション 40 人.活員になり次第篇切りますので，あしからず.

ソフトウェア-シンポジウムヲ1 参加申込書(申込日 : 一一一月一一一日)

氏名(ふり がな) :

種別 ( いずれかにチェ ッ ク) : 口会員(所属団体 :

口一般口学校関係者口学生

申込 : 口 シンポ ジウム

口併設チュートリアル (Al A2 Bl B2 Cl C2 Dl D2) 希望セッションをOで囲む .

参加費 : 円

会社(学校)名:

部門 :

役職 ・

住所 (干

TEL: (内線 ) 

FAX: 



ソフトウェア技術者協会 (SEA) 入会のおすすめ

ソフトウェア技術者協会 (SEA) は，ソフトウェアハウス，コンビュータメ カ，計算センタ.エンドユーザ，大学， 研究

所など，それぞれ異なった環境に置かれているソフトウェア技術者または研究者が，そうした社会組織の壁を越えて，各自の

経験や技術を自由に交涜しあうための「場」として. 1985 年 12 月 に設立されました.

その主な活動は.機関誌 SEAMAIL の発行，支部および研究分科会の運営，セミナ /ワークショップ/シンポジウムな

どのイベントの開催，および内外の関係諸国体との交流です.発足当初わずか 2 百人にすぎなかった会員数もその後飛躍的

に増加し，現在，北は北海道から南は沖縄まで，千数百人のメンバーを擁するにいたりました.法人賛助会員もおよそ百社を

数えます.支部は，東京以外に，関西，横浜，長野，名古屋，九州の各地区で設立されており，その他の地成でも設立準備を

しています.分科会は，東京，関西，名古屋で，それぞれいくつかが活動しており，その他の支部でも，月例会やフォーラム

が定期的に開催されています.

「現在のソフトウェア界における最大の課題は，技術移転の促進である J といわれています.これまでわが国には，そのた

めの適切な社会的メカニズムが欠けていたように思われます . SEA は.そうした欠落を補うべく，これからますます活発な

活動を展開して行きたいと考えています.いままで日本にはなかったこの新しいプロフェッショナルソサイエティの発展

のために，ぜひとも，あなたのお力を貸してください.

個人正会員の入会金は 3 ，α)() 円 ，年会費は 7，0∞円(入会時の払込は合計 10，∞0 円)です.法人賛助会員は，年会費 1 口

50，∞0 円です(入会金はなし).会員には，毎月機関誌 (A4 判約 30 ページ)が配布されます . また各種のイベントには，す

べて会員価格で参加できます(法人賛助会員会社の社員は，会員級いとなります).

入会ご希望の方は，下記の申込書に必要事項をご記入の上，郵便または FAX て\事務局までお送り下さい.折り返し，会

則，機関誌最新号，会費振込用紙などをお送りします.

氏名 .

申し込み先

〒 160 東京都新宿区四谷 3 ・ 12 丸正ビル 5F ソフトウェア技術者協会

τ"EL 03 ・ 3356 ・ 1077 ， FAX 03 ・ 3356 -1072 

SEA入会申込書(正会員) 91-04 

(ふりがな ・

年令 一一才性別(男女)血液型 ( AOBAB)

勤務先名

所属・役職 :

勤務先住所 : ( 干

勤務先 τ"EL : 一一一一一.一一一一一.一一一一一(内線一一一一一一 )

勤務先 FAX : 一一一一一.一一一一一一.一一一一一
自宅住所: (〒

自宅 τ"EL : 一一一一.一一一一一一.一一一一一

連絡先(どちらかにチェック) 口勤務先 日自宅

SEA入会申込書(賛助会員) 91・04

会社 -団体名 :

代表者氏名:

連絡担当者 :

所属 -役職:

住所: (〒

τ"EL : 一一一一一

申込口数 : 一一一一一一口

(ふりがな・

(ふりがな:

(内線一一一一一) FAX: 一一一



sea 
ソフトウェア技術者協会
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